
 

 

 

 

備品管理の不備 

 

監査（検査）実施年月日（委員：平成－年－月－日、事務局：平成28年２月１日） 

対象受検機関 検出事項 是正を求める事項 措置の内容 

 
北野高等学校 
 
 

 
備品出納簿と現物の照合確認を抽出により行ったところ、備品ラベルの貼付

に関し、以下の不備があった。 
 

物品番号 備品名 不備の内容 

050076870000 プラズマ電子情
報ボード 

備品ラベルの番号が、備品出納簿上の物
品番号と異なっていた。 

100026700000 プラズマ電子情
報ボード 

備品ラベルが貼付されていなかった。 
 

 
 備品出納簿と現物（備品ラベル）を一致させる
ととともに、今後は適正な事務処理を行われたい。 

 

【大阪府財務規則】 
第74条 （略） 
２ 物品管理者は、その管理する備品には、細

分類、番号及び課又は出先機関名の表示をし
なければならない。 

 
【大阪府財務規則の運用】 
第74条関係 

規則第74条第２項の「表示」は、品名、番号、
所属等を記載したラベルを備品の見やすいとこ
ろに貼付けて行うものとする。ただし、その性
質、形状、用途によってこれにより難いときは、
他の方法によりこれに代えることができるもの
とする。 
 

 

 
プラズマ電子情報ボードについて、正

しい物品番号が記載された備品ラベル
を貼付した。 
今後は、大阪府財務規則に基づき、適

切に管理を行う。 
 

 
 



 

 

 

 

 

 

対象受検機関 検出事項 是正を求める事項 措置の内容 

 
伯太高等学校 

 
備品出納簿と現物の照合確認を抽出により行ったところ、備品出納簿に登載され

ているにもかかわらず現物が確認できないものがあった。 
 

品種 
品目 

当初受入年月日 数量 金額 
商品名 

家具什器類 
その他器具類 

昭和53年10月５日 １ 103,200円 
オープンデッキ 

機械器具類 
ＯＡ器具類 

平成14年８月６日 １ 155,400円 
ノートパソコン 

 

 
現物が存在しない原因を調査の上、備品出納簿を修

正するなど、必要な是正処理を行われたい。 
今後、定期的に備品出納簿と現物の照合確認を行う

とともに、廃棄に当たっては不用決定や備品出納簿記
載を欠くことのないよう、適正な事務処理を行われた
い。 

 

【大阪府財務規則】 
大阪府財務規則 
（物品の出納の通知及び帳簿の記載） 
第80条 物品管理者は、物品の受入れ又は払出しの
必要があるときは、出納員に物品の分類を明らか
にして出納の通知をしなければならない。 

２ 前項の通知を受けた出納員は、次に掲げる帳簿
を備え、受入れ又は払出しの事実を記載しなけれ
ばならない。 
(1) 備品出納簿（様式第39号） 
(2)～(7) （略） 

（不用の決定及び不用品の処分） 

第87条 知事又は物品の処分に関する事務を委任
された者は、使用する必要がない物品又は使用に
耐えない物品で保存の必要がないものについて
は、不用品調書（様式第49号）を作成の上不用の
決定をしなければならない。 

２ 前項の規定により不用の決定をした物品は、譲
渡、廃棄その他の処分をしなければならない。 

 
【備品管理の適正化について】（平成23年７月13日 
施設財務課長通知） 
標記について、平成22年度監査の結果、大阪府監

査委員より別添のとおり多くの学校において備品

の管理が的確に行われていないとの意見が出され
ました。 
特に備品出納簿に登載されているにもかかわら

ず現物がないもの、老朽化等のため使用されていな
いもの、取得備品を備品出納簿に登載していないな
どの不備が指摘されています。 

 
当該備品については、過年度

に廃棄したが、その時に不用の
決定を行っていなかったことか
ら、改めて不用の決定を行い、
備品出納簿を修正した。 
 今後は、備品出納簿と現物の

確認を定期的に実施し、廃棄に
当たっては適正に処理を行い、
備品の適正な管理を行う。 
  



 

 

 

 

監査（検査）実施年月日（委員：平成－年－月－日、事務局：平成27年10月26日） 

ついては、備品の適正な管理を図るため、下記によ
り備品の管理を徹底されるようお願いします。 
（略） 
４ 照合確認 府財務規則第88条の規定に基づき、
物品増減通知等を作成するときなどに物品管理
者、物品取扱責任者は備品出納簿と備品を定期的
に実査し、照合確認等すること。 

 
【適正な会計事務手続きの徹底について】（平成24
年３月31日 会計局長通知） 
（略） 

１ 物品の管理等の適正化について 
 ① （略） 
 ② 備品の実査 備品の現物と台帳との確認に

ついては、各所属に応じた周期を定め（所管す
る備品が少ない所属では毎年、多い所属では毎
年３分の１ずつ３年周期とするなど）、定期的
に実査を行い、その結果を記録し保管しておく
こと。 

 

 


